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歌
うた
や音

おん
楽
がく
を楽

たの
しみながら日

に
本
ほん
語
ご
を学

まな
ぶ

『日
に

本
ほん

語
ご

で歌
うた

おう！』

　♪上
うえ
を向

む
いて歩

ある
こう

　　　涙
なみだ
がこぼれないように♪

　この歌
うた

をご存
ぞん

知
じ
でしょうか。日

に
本
ほん

の有
ゆう

名
めい

な歌
うた

『上
うえ

を向
む
いて歩

ある
こう』です。今

こん
回
かい

はこのような

日
に
本
ほん

の有
ゆう

名
めい

な歌
うた

や日
に
本
ほん

語
ご
学
がく

習
しゅう

のためにオリジナ

ルにつくられた歌
うた

などを通
つう

じて、日
に
本
ほん

語
ご
の勉

べん
強
きょう

ができる教
きょう

材
ざい

を紹
しょう

介
かい

します。

　本
ほん

教
きょう

材
ざい

は初
しょ

心
しん

者
しゃ

向
む
けのもので、PART１と

PART２の二
ふた

つの部
ぶ
分
ぶん

で構
こう

成
せい

されています。

▽ オリジナルの歌
うた
で日

に
本
ほん
語

ご
を勉

べん

強
きょう
しよう

　PART１は１課
か
から16課

か
まであります。初

しょ
級
きゅう

で学
まな

ぶ重
じゅう

要
よう

な文
ぶん

法
ぽう

や文
ぶん

型
けい

、「数
かぞ

え方
かた

」「擬
ぎ
音
おん

語
ご
・

擬
ぎ
態
たい

語
ご
」「動

どう
詞
し
のて形

けい
」「動

どう
詞
し
のない形

かたち
」「自

じ
動
どう

詞
し
・他

た
動
どう

詞
し
&カタカナ語

ご
」「可

か
能
のう

形
けい

」「受
う
身
けみ

形
けい

」

「やりもらい」「敬
けい

語
ご
」などを使

つか
った覚

おぼ
えやす

い歌
か
詞
し
で歌

うた
が作

つく
られており、学

がく
習
しゅう

者
しゃ

は歌
うた

を楽
たの

し

みながら日
に
本
ほん

語
ご
が学

まな
べるように工

く
夫
ふう

されていま

す。

　各
かく

課
か
の構

こう
成
せい

は「発
はっ

声
せい

練
れん

習
しゅう

」「聞
き
きましょう」

「歌
うた

いましょう」「ことば表
ひょう

現
げん

」「歌
か
詞
し
から学

まな
び

ましょう」「確
かく

認
にん

しましょう」「話
はな

しましょう」

の順
じゅん

になっており、日
に
本
ほん

語
ご
学
がく

習
しゅう

と歌
うた

が一
いっ

本
ぽん

化
か
さ

れた新
あたら

しいスタイルの日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

材
ざい

といえます。

　PART１の作
さく

成
せい

には次
つぎ

のような配
はい

慮
りょ

がなされ

ています。

　①メロディー・ラインと話
はな

すときのアクセン

トやイントネーションとが、できるだけ同
おな

じに

なるように作
つく

られており、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

はまねして歌
うた

えば、発
はつ

音
おん

もいっしょに学
まな

べます。

　②リズムに乗
の
って重

じゅう
要
よう

なことばをリピートし

たり、ほかのことばに言
い
い換

か
えたりする練

れん
習
しゅう

が

できます。

　③すでに習
なら

った語
ご
彙
い
や文

ぶん
型
けい

をたくさん使
つか

って

作
さく

詞
し
しているので、新

あたら
しい学

がく
習
しゅう

テーマが無
む
理
り
な

く学
まな

べます。

　④普
ふ
通
つう

にポップスを楽
たの

しむような感
かん

覚
かく

で、何
なん

度
ど
でも聴

き
けます。

　⑤場
ば
面
めん

や登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

の気
き
持
も
ちなどを想

そう
像
ぞう

しなが

ら、話
はなし

ができます。

▽ 日
に
本
ほん
の有

ゆう
名
めい
な歌

うた
で

日
に
本
ほん
を理

り
解
かい
しよう

　PART２には日
に
本
ほん

で人
にん

気
き

があるポップス、唱
しょう

歌
か
、童

どう

謡
よう

、アニメの主
しゅ

題
だい

曲
きょく

などか

ら、流
りゅう

行
こう

したときにオリジ

ナル曲
きょく

を歌
うた

っていた歌
か
手
しゅ

の

もの、15曲
きょく

がそのまま収
しゅう

録
ろく

されています。

　『上
うえ

を向
む
いて歩

ある
こう』『心

こころ

の旅
たび

』『卒
そつ

業
ぎょう

写
しゃ

真
しん

』『今
いま

はも

うだれも』『花
はな

』『明
あした
日があ

るさ』『ふるさと』『春
はる

が来
き

た』『浜
はま

辺
べ
の歌

うた
』『もみじ』

『雪
ゆき

』『仰
あお

げば尊
とうと

し』『赤
あか

と

んぼ』『手
て
のひらを太

たい
陽
よう

に』

『サザエさん』

　これらの歌
うた

を通
とお

して日
に
本
ほん

語
ご
の勉

べん
強
きょう

だけではなく、日
に

本
ほん

人
じん

に共
きょう

通
つう

する心
しん

情
じょう

を感
かん

じ

取
と
ったり、その時

じ
代
だい

の人
ひと

々
びと

の様
よう

子
す
を理

り
解
かい

したりするこ

ともできるでし

ょう。

　歌
か
詞
し
の漢

かん
字
じ
に

振
ふ
り仮

が
名
な
がつい

ています。また、

歌
か
詞
し
の中

なか
に出

で
て

くる普
ふ
段
だん

あまり使
つか

われていない難
むずか

しいことばや

表
ひょう

現
げん

については、解
かい

説
せつ

があります。さらに、歌
うた

を作
つく

った人
ひと

や作
つく

った経
けい

緯
い
などについて、簡

かん
単
たん

な

紹
しょう

介
かい

もあります。

●データ●

　「日
に
本
ほん

語
ご
の教

きょう
材
ざい

や図
と
書
しょ

に関
かん

する新
あたら

しい情
じょう

報
ほう

がほしい」という海
かい

外
がい

の先
せん

生
せい

方
がた

の声
こえ

をよく

聞
き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん

出
しゅっ

版
ぱん

された日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

材
ざい

や参
さん

考
こう

書
しょ

を中
ちゅう

心
しん

に紹
しょう

介
かい

してい

きます。誌
し
面
めん

の制
せい

約
やく

上
じょう

、一
いっ

回
かい

に多
おお

くの本
ほん

を紹
しょう

介
かい

できませんが、「海
かい

外
がい

の先
せん

生
せい

にとって使
つか

いやすい教
きょう

材
ざい

」「授
じゅ

業
ぎょう

や研
けん

究
きゅう

の役
やく

に立
た
つ本

ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利
り
な図

と
書
しょ

・資
し
料
りょう

」

などを取
と
り上

あ
げます。
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介
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　「協
きょう

同
どう

学
がく

習
しゅう

」、最
さい

近
きん

よく聞
き
かれる言

こと
葉
ば
ですが、

どんな学
がく

習
しゅう

なのでしょうか。この本
ほん

は、「協
きょう

同
どう

学
がく

習
しゅう

」を「生
せい

徒
と
がさらに効

こう
果
か
的
てき
にいっしょに勉

べん

強
きょう
するのを手

て
助
だす
けするための原

げん
理
り
と技

ぎ
法
ほう

」と定
てい

義
ぎ
しています。そして、「協

きょう
同
どう

学
がく

習
しゅう

」について

いろいろな悩
なや

みを持
も
っている先

せん
生
せい

に対
たい

して、教
きょう

室
しつ

で「協
きょう

同
どう

学
がく

習
しゅう

」を進
すす

めるための基
き
本
ほん

原
げん

則
そく

と具
ぐ

体
たい

的
てき

なテクニックを紹
しょう

介
かい

しています。

　この本
ほん

は、二
に
部
ぶ
構
こう

成
せい

になっています。第
だい

一
いち

部
ぶ

では、協
きょう

同
どう

学
がく

習
しゅう

の価
か
値
ち
、グループ作

づく
りの原

げん
則
そく

、

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

間
かん

の互
ご
恵
けい

的
てき

な関
かん

係
けい

作
づく

り、グループ活
かつ

動
どう

に

おける個
こ
人
じん

の責
せき

任
にん

、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

間
かん

の相
そう

互
ご
作
さ
用
よう

の大
たい

切
せつ

さ、協
きょう

同
どう

学
がく

習
しゅう

における学
がく

習
しゅう

者
しゃ

と教
きょう

師
し
の役

やく
割
わり

、グ

ループの自
じ
律
りつ

性
せい

を育
そだ

てるための方
ほう

法
ほう

、協
きょう

同
どう

学
がく

習
しゅう

の評
ひょう

価
か
など、「協

きょう
同
どう

学
がく

習
しゅう

」を行
おこな

うに当
あ
たって大

たい

切
せつ

になる原
げん

則
そく

について、具
ぐ
体
たい

的
てき

な活
かつ

動
どう

を参
さん

照
しょう

し

ながらわかりやすく説
せつ

明
めい

しています。

　第
だい

二
に
部
ぶ
では、「協

きょう
同
どう

学
がく

習
しゅう

」を実
じっ

践
せん

する上
うえ

での

さまざまな質
しつ

問
もん

・疑
ぎ
問
もん

をとりあげ、丁
てい

寧
ねい

に解
かい

説
せつ

しています。例
たと

えば、グループ活
かつ

動
どう

では学
まな

ぶこ

とができないと思
おも

っている生
せい

徒
と
をどのように励

はげ

ませばいいか、課
か
題
だい

やグループ活
かつ

動
どう

をちゃんと

しないグループにどう対
たい

処
しょ

すればいいか、大
おお

人
にん

数
ずう

のクラスでどのように協
きょう

同
どう

学
がく

習
しゅう

を使
つか

えるか、

他
ほか

のメンバーとうまくいかない生
せい

徒
と
にどう対

たい
応
おう

すればいいかというような「協
きょう

同
どう

学
がく

習
しゅう

」をどう

準
じゅん

備
び
し運

うん
営
えい

・実
じっ

践
せん

していくかについて、多
おお

くの

教
きょう

師
し
が感

かん
じている疑

ぎ
問
もん

に丁
てい

寧
ねい

に答
こた

えています。

また、同
どう

僚
りょう

や上
じょう

司
し
の理

り
解
かい

と協
きょう

力
りょく

を得
え
るためには

どうすればいいかと

いうような質
しつ

問
もん

をと

り上
あ
げていることも、

この本
ほん

のユニークな

魅
み
力
りょく

の一
ひと

つです。

　幼
よう

稚
ち
園
えん

から大
だい

学
がく

、

成
せい

人
じん

教
きょう

育
いく

にいたる

すべての

レベルの

教
きょう

師
し
、す

べての教
きょう

科
か
の教

きょう
師
し

に有
ゆう

用
よう

な

示
し
唆
さ
を与

あた

える本
ほん

だ

と言
い
える

でしょう。
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　この教
きょう

材
ざい

は、既
き
刊
かん

の『日
に
本
ほん

語
ご
生
なま

中
ちゅう

継
けい

　中
ちゅう

～上
じょう

級
きゅう

編
へん

』の姉
し
妹
まい

編
へん

で、初
しょ

級
きゅう

の文
ぶん

法
ぽう

項
こう

目
もく

を学
がく

習
しゅう

した

人
ひと

（３級
きゅう

レベル以
い
上
じょう

）を対
たい

象
しょう

に、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

場
ば
面
めん

での「聞
き
く力

ちから
」と「話

はな
す力

ちから
」をつけることを目

め

指
ざ
しています。「初

しょ
級
きゅう

の文
ぶん

法
ぽう

を勉
べん

強
きょう

したのに使
つか

えるようになら

ない」「自
し
然
ぜん

な

日
に
本
ほん

語
ご
を話

はな
した

い」などと思
おも

っ

ている学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が、

生
い
き生

い
きとした

自
し
然
ぜん

な会
かい

話
わ
を学

まな

べるように作
つく

ら

れています。具
ぐ

体
たい

的
てき

な目
もく

標
ひょう

とし

ては、①人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

に応
おう

じた表
ひょう

現
げん

の選
せん

択
たく

が意
い
識
しき

できるようになる②場
ば
面
めん

に応
おう

じた

表
ひょう

現
げん

の使
つか

い方
かた

を習
しゅう

得
とく

できる③トピックに関
かん

連
れん

し

た語
ご
彙
い
が増

ふ
える、の３点

てん
が挙

あ
げられています。

　全
ぜん

体
たい

は、トピックと機
き
能
のう

シラバスで構
こう

成
せい

され

ています。例
れい

としては、「レストラン：相
あい

手
て
の

間
ま
違
ちが

いを指
し
摘
てき

する」「買
か
い物

もの
：人

ひと
に何

なに
かを勧

すす
め

る／勧
すす

めを断
ことわ

る」「貸
か
してもらうように頼

たの
む／

貸
か
すのを断

ことわ
る」「（理

り
由
ゆう

を説
せつ

明
めい

して）予
よ
定
てい

の変
へん

更
こう

を頼
たの

む」「マンション：苦
く
情
じょう

を言
い
う／規

き
則
そく

を説
せつ

明
めい

する」などがあります。

　各
かく

課
か
の構

こう
成
せい

と内
ない

容
よう

は以
い
下
か
の通

とお
りです。

　①ウォーミングアップ：語
ご
彙
い
の確

かく
認
にん

　②聞
き
き取

と
り練

れん
習
しゅう

：人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

､ 状
じょう

況
きょう

､ 内
ない

容
よう

によ

って異
こと

なる表
ひょう

現
げん

の理
り
解
かい

　③ディクテーション：

表
ひょう

現
げん

の正
せい

確
かく

な聞
きき

取
と
り

　④ポイントリスニン

グ：表
ひょう

現
げん

意
い
図
と
の理

り
解
かい

　⑤重
じゅう

要
よう

表
ひょう

現
げん

：重
じゅう

要
よう

表
ひょう

現
げん

の提
てい

示
じ
と練

れん
習
しゅう

　⑥もういっぱい !?：トピックに関
かん

連
れん

した語
ご
彙
い

の拡
かく

張
ちょう

や重
じゅう

要
よう

表
ひょう

現
げん

の確
かく

認
にん

　⑦ロールプレイ：会
かい

話
わ
能
のう

力
りょく

の養
よう

成
せい

　この教
きょう

材
ざい

は、クラスでも、一
ひと

人
り
で学

がく
習
しゅう

する場
ば

合
あい

でも使
つか

えます。本
ほん

冊
さつ

のほかに、ＣＤと振
ふ
り仮

が

名
な
付
つ
きのスクリプト、英

えい
語
ご

､ 中
ちゅう

国
ごく

語
ご

､ 韓
かん

国
こく

語
ご
、ポ

ルトガル語
ご
の訳

やく
がついた単

たん
語
ご
リストがあります。
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ぱん
（〒112-0002 東

とう
京
きょう
都
と
文
ぶん
京
きょう
区
く
小
こ
石
いし

川
かわ
3-16-5） TEL.03-5684-3389 FAX.03-5684- 

4762 URL. http://www.9640.jp　c2006年
ねん
3月

がつ
   

v4-87424-339-8  bB5判
ばん
 152ページ  n1,890

円
えん
　mCD2枚

まい
、スクリプト付

つき

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
がともに学

まな
び合

あ
う、そんなクラスを作

つく
るために

『先
せん

生
せい

のためのアイディアブック　協
きょう

同
どう

学
がく

習
しゅう

の基
き

本
ほん

原
げん

則
そく

とテクニック』

生
い
き生

い
きとした会

かい
話
わ
で学

まな
ぶ

『聞
き

いて覚
おぼ

える話
はな

し方
かた

　日
に

本
ほん

語
ご

生
なま

中
ちゅう

継
けい

・初
しょ

中
ちゅう

級
きゅう

編
へん

１』

新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい

P. 28 P. 29

第
だい
１部

ぶ
トビラ

P. 24 P. 25

http://www.9640.jp
http://www.nakanishiya.co.jp/
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　中
ちゅう

級
きゅう

以
い
上
じょう

になると、論
ろん

理
り
的
てき

な文
ぶん

章
しょう

を書
か
けるよ

うになりたいと考
かんが

える学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が多
おお

くなるでしょ

う。この教
きょう

材
ざい

は、レポートなど、構
こう

成
せい

がしっかり

とした、まとまった長
なが

さの文
ぶん

章
しょう

を書
か
くことがま

だ難
むずか

しい学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のためのものです。この

本
ほん

の構
こう

成
せい

は、次
つぎ

のようになっています。レ

ベル１：短
たん

文
ぶん

や段
だん

落
らく

を作
つく

る練
れん

習
しゅう

をします。

アンケートや説
せつ

明
めい

・意
い
見
けん

の文
ぶん

章
しょう

を取
と
り上

あ

げています。レベル２：文
ぶん

章
しょう

を作
つく

る練
れん

習
しゅう

をします。報
ほう

告
こく

、意
い
見
けん

、自
じ
己
こ
紹
しょう

介
かい

などの

文
ぶん

章
しょう

を取
と
り上

あ
げています。レベル３：レ

ポートを書
か
く練

れん
習
しゅう

をします。資
し
料
りょう

の分
ぶん

析
せき

と引
いん

用
よう

のための表
ひょう

現
げん

をとりあげています。

このように、短
たん

文
ぶん

の練
れん

習
しゅう

から始
はじ

まって、

資
し
料
りょう

の分
ぶん

析
せき

や引
いん

用
よう

をしたレポートを書
か
く練

れん
習
しゅう

にまでつながっています。各
かく

レベルとも、短
みじか

い

文
ぶん

・文
ぶん

章
しょう

の中
なか

で表
ひょう

現
げん

を使
つか

ってみる練
れん

習
しゅう

と、具
ぐ
体
たい

的
てき

に文
ぶん

章
しょう

を書
か
いてみる実

じっ
践
せん

課
か
題
だい

からなっていま

す。レベル１とレベル２には、実
じっ

際
さい

場
ば
面
めん

への応
おう

用
よう

になる課
か
題
だい

も加
くわ

わっています。例
たと

えば、テー

マを決
き
めて実

じっ
際
さい

にアンケートを作
つく

ったり、体
たい

験
けん

したことについて報
ほう

告
こく

したりする課
か
題
だい

です。

　この本
ほん

の特
とく

徴
ちょう

は、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が実
じっ

際
さい

にテキストに

書
か
き込

こ
むスペースがたくさんあるということで

す。練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

は、絵
え
や資

し
料
りょう

を見
み
て文

ぶん
章
しょう

を完
かん

成
せい

さ

せるタイプのものが多
おお

く、一
ひと

人
り
で書

か
くことが難

むずか

しい学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にも取
と

り組
く
みやすくなっ

ています。また、

各
かく

章
しょう

の最
さい

後
ご
にある

課
か
題
だい

も、表
ひょう

や構
こう

成
せい

案
あん

を埋
う
めていけば、目

もく
標
ひょう

とする文
ぶん

章
しょう

や、その骨
ほね

組
ぐ
みが書

か
き上

あ
げられるようになっています。

　「学
がく

習
しゅう

者
しゃ

にどのような枠
わく

組
ぐ
みや資

し
料
りょう

を提
てい

供
きょう

す

れば文
ぶん

章
しょう

を書
か
く練

れん
習
しゅう

がしやすくなるか」という

目
め
でこの教

きょう
材
ざい

を観
かん

察
さつ

すると、文
ぶん

章
しょう

作
さく

成
せい

のための

授
じゅ

業
ぎょう

を組
く
み立

た
てるヒントも得

え
られるでしょう。

●データ●

　この本
ほん

は、『国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き
金
きん

日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

授
じゅ

法
ほう

シリ

ーズ』全
ぜん

14巻
かん

のうちの1冊
さつ

で、読
よ
むことの教

おし
え

方
かた

について書
か
かれたものです。

　このシリーズは、国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き
金
きん

日
に
本
ほん

語
ご
国
こく

際
さい

セ

ンターで行
おこな

われている海
かい

外
がい

日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

師
し
研
けん

修
しゅう

を担
たん

当
とう

している講
こう

師
し
陣
じん

が実
じっ

際
さい

の研
けん

修
しゅう

の経
けい

験
けん

を

もとに執
しっ

筆
ぴつ

しました。教
きょう

授
じゅ

法
ほう

に関
かん

する必
ひつ

要
よう

な知
ち
識
しき

を得
え
るだけでなく、自

じ
分
ぶん

自
じ
身
しん

の

教
おし

え方
かた

をふり返
かえ

り、新
あたら

しい知
ち
識
しき

がどう活
い

かせるか自
じ
分
ぶん

で考
かんが

えることを目
もく

的
てき

として

います。

　この本
ほん

は現
げん

在
ざい

日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

師
し
をしている方

かた

を主
おも

な対
たい

象
しょう

としていますが、教
きょう

師
し
経
けい

験
けん

の

まだ浅
あさ

い方
かた

や、日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

授
じゅ

法
ほう

の勉
べん

強
きょう

を全
まった

くしたことのない方
かた

にも理
り
解
かい

していただ

ける内
ない

容
よう

になっています。またノンネイティブ

の日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

師
し
にも配

はい
慮
りょ

し、原
げん

則
そく

として日
に
本
ほん

語
ご
能
のう

力
りょく

試
し
験
けん

２級
きゅう

以
い
上
じょう

のレベルの漢
かん

字
じ
に振

ふ
り仮

が
名
な
が付

つ

けられ、平
へい

易
い
な文

ぶん
章
しょう

で書
か
かれています。

　この本
ほん

の構
こう

成
せい

は、まず「読
よ
むこと」とは何

なに
か、

そのメカニズムについて自
みずか

らの体
たい

験
けん

をふり返
かえ

り

ながら考
かんが

えるところから始
はじ

まります。次
つぎ

に「読
よ

む力
ちから

」をつけるための活
かつ

動
どう

を、市
し
販
はん

の読
どっ

解
かい

教
きょう

材
ざい

の具
ぐ
体
たい

的
てき

な活
かつ

動
どう

やタスクを分
ぶん

析
せき

しながら考
かんが

えま

す。さらに「読
よ
み」を中

ちゅう
心
しん

とした授
じゅ

業
ぎょう

の計
けい

画
かく

を

考
かんが

えます。日
にち

常
じょう

の「読
よ
み」と同

おな
じような状

じょう
況
きょう

を

作
つく

るにはどうすれば良
よ
いのか、初

しょ
級
きゅう

の「読
よ

み 」、

中
ちゅう

級
きゅう

の「読
よ
み」の

活
かつ

動
どう

はどう考
かんが

えれ

ばよいのか、そし

てほかの技
ぎ
能
のう

と合
あ

わせた「読
よ
み」の

活
かつ

動
どう

にはどのようなものがあるのか、質
しつ

問
もん

に答
こた

えたり、課
か
題
だい

を解
かい

決
けつ

したりしながら、自
みずか

らの力
ちから

で発
はっ

見
けん

し、考
かんが

えられるようになっています。

　独
どく

習
しゅう

用
よう

にも利
り
用
よう

できますが、現
げん

職
しょく

の教
きょう

師
し
同
どう

士
し

の勉
べん

強
きょう

会
かい

、教
きょう

授
じゅ

法
ほう

の授
じゅ

業
ぎょう

などで、仲
なか

間
ま
と話

はな
し合

あ

いながら使
つか

うことで、より効
こう

果
か
的
てき

な利
り
用
よう

ができ

ます。

●データ●

z佐
さ
々
さ
木
き
瑞
みず
枝
え
、細

ほそ
井
い
和
かず
代
よ
、藤

ふじ
尾
お
喜
き
代
よ
子
こ
　xジ

ャパンタイムズ（〒108-0023 東
とう
京
きょう
都
と
港
みなと
区
く
芝
しば
浦
うら

4-5-4） TEL.03-3453-2013 FAX.03-3453-8023 
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えん

順
じゅん
を追

お
って書

か
く力

ちから
を育

そだ
てる

『大
だい

学
がく

で学
まな

ぶための日
に

本
ほん

語
ご

ライティング　短
たん

文
ぶん

からレポート作
さく

成
せい

まで』

自
じ
分
ぶん
の教

おし
え方

かた
をふり返

かえ
り、「読

よ
む」活

かつ
動
どう
の目

もく
的
てき
や具

ぐ
体
たい
的
てき
な練

れん
習
しゅう
方
ほう
法
ほう
を考

かんが
える

『国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

　日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

授
じゅ

法
ほう

シリーズ７　読
よ

むことを教
おし

える』

新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
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P.11 ～ 13 は国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き
金
きん

の以
い
下
か
の日

に
本
ほん

語
ご
専
せん

任
にん

講
こう

師
し
が図

と
書
しょ

を選
えら

び、分
ぶん

担
たん

して紹
しょう

介
かい

文
ぶん

を執
しっ

筆
ぴつ

しました。

王
おうおう

　崇
すうすう

梁
りょうりょう

、向
むか

井
い
園
その

子
こ
、木

き
谷
たに

直
なお

之
ゆき

、長
なが

坂
さか

水
み
晶
あき

、久
く
保
ぼ
田
た
美
よし

子
こ
（執

しっ
筆
ぴつ

順
じゅん

）
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